
 

墨田区教職員組合ニュース 2023．12．4 
（東京都公立学校教職員組合墨田支部） 

連絡先メールアドレス：ar5t-kym＠asahi-net.or.jp ホームページ： http://www.asahi-net.or.jp/~ar5t-kym  

東京教組ホームページ：https://tokyokyouso.org Twitter でも時々発信しています。多忙のため不定期です（^人^） 

 
現場の意見を出そう！都教委が意見募集中！(12/23(土)まで) 

 11 月の都教委が出した「学校における働き方改革の推進に向けた実行プログラム中間まとめ」に対する意見を都教

委が募集しています。 

WEB での提出→URL https://forms.office.com/r/icgKuTnkEr 【QRコード】→ 

※複数の論点について意見を出す場合は、論点ごとに作成する。（1 件につき、1 意見）。 

「《御意見募集》「学校における働き方改革の推進に向けた実行プログラム」中間まとめについて」

という見出しで都教委ホームページに掲載されています。〆切が冬休みに入る直前となってお

り、本気で現場の意見を聞くつもりがあるのか疑問もありますが、何も意見を出さなければ、現場は変わりません。 

 

日教組で取り組んでいる署名「『学校の大ピンチ』を救う方策を実現してください」にご協力お願いし

ます！ 

 
東京教組平和の旅 狭山事件の学習会・フィールドワーク報告 

 11 月 11 日（土）東京教組青年部の企画で狭山事件の現地調査を行いました。富士見集会所で部落解放同盟東京都連

合会の近藤登志一さんを講師に事前学習会を行い、その後、狭山現地闘争本部へ移動し、石川一雄さん・早智子さんか

らお話を伺いました。私たちが教員であることを知っているためか、狭山事件のことをあまり知らない人がいること

を想定してか、長い時間、無実の証拠のこと、獄中で文字を獲得したこと、無知であるが故に騙されたこと、子ども時

代のことも含めて、たくさん話してくださいました。その後、近藤さんの案内で現地をフィールドワークをし、強要さ

れた自白がいかにずさんでありえないかを実感することができました。石川さんの自宅から被害者の万年筆が 3 回目

の家宅捜索で鴨居の上から発見されたことが証拠とされていますが、火災で焼失した後に再建された石川さんのご自

宅で実際に万年筆を探してみるとすぐに見つけることができました。1 回目と 2 回目の捜査で 10 数名の捜査員が 2 時

間以上かけて探しても見つからなかったということがいかにおかしいかがよく分かりました。フィールドワーク後の

感想の交流では、「万年筆のこと一つとっても子どもでも分かる。何でこんなおかしいことがまかり通っているのか」

「学校では人権教育と言われるけれど、部落差別についてあまり知らない。なぜ石川さんはこんな差別を受けたのか。

部落の人たちがどんな差別を受けてきたのか。部落の人たちの生活をもっと知りたい」「今回初めて参加した。石川さ

んの話を胸に刻んで、再審を勝ち取っていきたい」などの思いが語られました。 

狭山事件について学び、再審開始のための取り組みをすすめていきましょう。狭山事件

の再審開始を求める署名は 52 万筆に達しました。狭山事件について知りたい方は、ホーム

ページ「冤罪 狭山事件」や最近発売された『『被差別部落に生まれて-石川一雄が語る狭山

事件-』(黒川みどり著、岩波書店)をご覧ください。再審開始を求める署名はインターネッ

トでもすることができます。さらなるご協力をお願いします。 

 

石川一雄さんのお話 

〈看守さんのこと〉 

・獄中で文字を覚えた。8 年間マンツーマンで字を午前中に教えてくれた。字を覚えて字で 

 無実を訴えなさいと言われた。うれしかった。 
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・看守さんのお連れ合いが、便箋、封筒、切手、ボールペンなど書くのに必要なものを差し入れてくれた。文字を覚え

ることに集中するために、両親の面会をストップしたこともあった。 

〈獄中にいる時〉 

獄中にいる時は、学校の先生を中心に手紙を出した、3 分の 1 くらいは学校の先生。落伍者を出さないように子ども

たちに目を届けていただきたいということを書いた。石川のにいちゃん、頑張ってという子どもたちからの手紙がう

れしかった。 

〈兄貴が犯人と騙されたこと〉 

兄貴が犯人だと警察に言われた。足型が兄貴の足袋と同じと言われ、本当に兄貴が犯人だと思った。一家の生活を支

えていた兄貴を逮捕されたら大変だと思った。3 人私たちの地区の者が逮捕された。警察に何回も私がやったことにし

たら本当に兄ちゃんを逮捕しないんですかと確認した。警察はそうだと言った。私が無知だった。 

〈無実の証拠〉 

・実際は、兄貴の足袋の跡とは違っていることが後から分かった。裁判所の前で足袋を履かせてもらえればすぐに入

らないことが分かる。それなのに、60 年間 1 回も履かせない。 

・被害者の家に住み込んで働いていた人が結婚式の前日に自殺している。事件後に 5 人自殺者が出ている。それなの

に警察は調べていない。 

・被害者がどのような殺され方をしたか、私はわかりませんから、手拭いで締めましたと答えた。そしたら、手拭い 

じゃないだろう、指だろうと言われた。警察に誘導されてたことが録音テープに残っている。 

・いまだに再審が開始されていない。私は無実だからきちんと調べてもらえれば、知って 

もらえれば、分かる。裁判所に証拠を精査してもらいたい。法廷を開いて、証人調べを 

してもらいたい。 

・被害者の万年筆が自宅から見つかったとされているが、1 回目の家宅捜索では脚立を使 

って捜索したがなかった。2 回目もなかった。家宅捜索した警察官がなかったと証言し 

ている。 

・下山鑑定は、自宅から発見された万年筆が被害者のものではないことを科学的に明らか 

にしている。 

・みなさまの力がなければ、勝利できません。みなさまの声を司法に届けてほしいという 

 思いで、元気に闘ってまいります。 

   12/1(金)朝鮮第五初中級学校応援チャリティーコンサートに参加     

 歌、ダンス、舞踊、合奏、合唱など、朝鮮の文化のすばらしさを肌で感じ

ました。祖国統一への思い、民族教育への思いがひしひしと伝わってくる感

動的なコンサートでした。朝鮮第五初中級学校の改修工事は、東京にある朝

鮮学校の中では一番最後の改修工事になるとのこと。戦後すぐにこれだけ

丈夫な校舎を手弁当で作った在日朝鮮人一世の方々の思いが偲ばれます。

曳舟文化センターのホールは満席でした！たくさんの人たちの思いが、今後の子どもたちの未来を照らす光となるよ

う共に歩みをすすめていきましょう。 

〜お知らせとお礼〜 

◯12 月、「長時間労働是正と労働安全衛生体制整備を求める要請書」を加藤教育長に提出しました。 

◯東京教組青年部アンケート、再任用会計年度職員アンケートへのご協力ありがとうございました。 

〜 今後の予定 〜 

✔︎ １２月１４日(木) 18 時半〜 熱と光すみだフェスタ 「ワタシタチハニンゲンダ」上映会 

場所 墨田社会福祉会館 3 階ホール 参加費 ５００円 

✔︎ １２月１６日(土) 東京教組青年部総会 15 時半〜17 時 東京教組会議室 ※オンライン参加可 

✔︎ １月８日(月) 女性教職員のための冬の講座 14 時〜16 時 秋闘報告、女性部アンケート結果報告、職場交流 

✔︎ １月２０日(土) 日教組働き方改革中央集会 


